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震
度
6
強
の
地
震
を
想
定

合
防
災
一
副

　
　
　
霧
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　

　
一
昨
嘉
の
講
週
皿
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
戦

　
　
灘
　
　
　
　
躍

後
最
大
の
被
害
圏
も
だ
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
直
下

型
地
震
の
教
馴
醤
生
か
し
、
県
と
市
で
は
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

　
　
　
論

偽
だ
共
回
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
災
害
時

の
防
災
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
防
災
機
関
や
関

係
団
体
と
の
相
互
協
力
体
制
を
強
め
、
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
も
防
災
に
対
す
る
理
解
や
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
特
集
は
訓
練
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
・
ご
観
覧

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
被
害
想
定

　
平
成
9
年
9
月
－
臼
㈲
午
前
8

時
巧
分
、
県
の
南
蔀
に
お
い
て
か

な
り
強
い
地
震
が
発
生
し
た
。
新

潟
地
方
気
象
台
の
観
測
に
よ
れ
ば
、

こ
の
地
震
の
震
源
地
は
十
日
町
市

付
近
で
、
地
震
の
規
模
（
マ
グ
ニ

チ
ユ
ー
欝
）
は
7
・
5
、
十
日
町
市

で
は
震
度
6
強
を
記
録
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
市
内
で
は
家
屋
の

倒
壊
、
火
災
等
に
よ
り
死
傷
者
も

発
生
し
た
。
ま
た
、
各
所
で
道
路

が
寸
断
さ
れ
、
水
道
、
電
気
、
通

信
等
の
施
設
に
も
甚
大
な
被
害
が

生
じ
て
い
る
。

　
訓
練
は
大
地
震
に
よ
る
大
被
害
を

想
定
し
た
も
の
で
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
教
訓
と
し
た
訓
練
も
取
り
入

れ
た
大
規
模
な
も
の
で
す
。

　
今
回
は
十
日
町
大
火
か
ら
ま
も
な

く
一
世
紀
を
迎
え
る
た
め
、
特
に
過

去
の
大
災
害
を
再
認
識
し
、
市
街
地

同
時
多
発
火
災
消
火
訓
練
や
大
火
阻

止
水
幕
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
ぐ
る
み
の
訓
練
に
し
ま

す
。主

な
訓
練
内
容

主
会
場
”
信
濃
川
河
川
敷

　
　
　
　
　
　
　
（
字
下
島
地
先
）

●
情
報
収
集
、
伝
達
訓
練

　
道
路
の
寸
断
、
同
時
多
発
火
災
、

倒
壊
家
屋
の
発
生
を
予
想
し
、
各
箇

所
の
情
報
を
収
集
し
、
そ
の
情
報
を

的
確
に
本
部
に
伝
達
し
ま
す
。

　
陸
上
自
衛
隊
は
偵
察
ヘ
リ
か
ら
随

時
情
報
を
収
集
。
県
警
交
通
機
動
隊

は
オ
フ
ロ
ー
ド
部
隊
を
出
動
さ
せ
、

無
線
交
信
を
し
な
が
ら
本
部
に
情
報

を
送
り
ま
す
。

●
住
民
避
難
訓
練

　
主
会
場
に
比
較
的
近
い
各
町
内
会

の
住
民
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
広
報
車
を
使
用
し
た
避
難
広

報
も
実
施
し
ま
す
。

●
住
宅
火
災
消
火
訓
練

　
住
民
避
難
訓
練
参
加
者
に
よ
る
住

宅
火
災
の
初
期
消
火
（
バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
）
と
油
火
災
の
初
期
消
火
（
消
火

器
使
用
）
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
救
出
、
救
護
、
救
急
、
通
信
訓
練

●
倒
壊
家
屋
・
車
両
内
生
存
者
救
出
、

　
救
助
訓
練

　
倒
壊
家
屋
や
そ
の
下
敷
き
に
な
っ

た
車
か
ら
の
救
出
訓
練
及
び
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練
。

●
応
急
仮
設
橋
設
置
訓
練

●
給
水
、
炊
き
出
し
訓
練

●
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練

　
電
力
、
電
話
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
訓
練
で
す
。

学
校
火
災
避
難
訓
練

　
南
中
学
校
で
は
、
教
職
員
に
よ
る

生
徒
の
避
難
誘
導
や
、
逃
げ
遅
れ
た

教
職
員
・
生
徒
を
屋
上
等
か
ら
救
助

す
る
想
定
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の

訓
練
に
は
消
防
本
部
の
は
し
ご
車
や
、

県
消
防
防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
を
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
広
域
応

援
協
定
締
結
県
で
あ
る
富
山
県
の
消

防
防
災
航
空
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
惹
緊
急
物
資
の
空
輸
、
物
資
集
積

場
所
へ
の
搬
送
訓
練
な
ど
も
行
い
ま

す
。　
ま
た
、
避
難
中
の
負
傷
者
発
生
の

た
め
に
、
医
師
会
の
医
療
班
に
よ
る

救
護
所
の
設
置
、
医
療
救
護
訓
練
、

搬
送
訓
練
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た

ち
や
南
中
学
校
の
生
徒
か
ら
は
、
起

震
車
（
な
ま
ず
H
世
号
）
に
乗
車
し

て
の
地
震
体
験
や
濃
煙
通
過
訓
練
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
他
会
場

　
そ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
施
設
避
難

誘
導
・
救
出
・
消
火
訓
練
（
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
、
ビ
ル
火
災
避

難
誘
導
・
消
火
・
救
助
訓
練
（
ホ
テ

ル
む
か
で
や
）
、
鉄
道
乗
客
避
難
誘
導

訓
練
（
十
日
町
駅
西
口
広
場
付
近
）
、

病
院
火
災
避
難
誘
導
・
消
火
・
救
助

訓
練
（
十
日
町
病
院
）
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
全
小
・
中

学
校
、
保
育
所
（
園
）
、
幼
稚
園
で
も
、

一
斉
に
避
難
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
。

同
時
多
発
火
災
消
火
訓
練

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
同
時
に
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
の
教
訓
を
生
か
し
、
同

時
多
発
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
を
行

い
ま
す
。
高
田
町
通
り
で
は
水
幕
を

張
っ
た
り
消
防
団
を
配
備
し
た
り
し

て
の
一
斉
放
水
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
生
コ
ン
車
に
よ
る
消
火
用
水
補

給
訓
練
も
行
い
ま
す
。

、



防災訓練に伴い交通規制を行います
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※交通規制は予定です。

　当日は警察官や誘導員の

指示に従ってください。

團國車両交通止め区間（午前9時～午前10時）

巨璽視察車両等が通過するコース（午前8時20分～午前10時10分の間で、

　　視察車両等が通過する間、交通規制等を行いますのでご協力ください）

遷
協
力
を

　
　
　
お
願
い
し
ま
す

◆
当
田
は
、
訓
練
会
場
付
近
で
サ

　
漏
膨
ン
や
．
ヘ
サ
葺
プ
タ
竃
な

　
ど
の
騒
音
が
あ
り
ま
す
。

◆
岡
時
多
発
火
災
消
火
、
大
火
阻

止
永
幕
訓
練
等
を
行
う
高
田
町

　
遍
吻
や
南
中
学
校
な
ど
で
は
放

水
を
実
施
し
蒙
す
。

　
　
事
前
に
消
防
霞
動
車
で
広
報

等
を
行
う
羅
定
懸
す
が
、
会
場

　
近
く
の
方
は
、
戸
締
象
O
や
洗

濯
物
等
が
濡
れ
癒
樋
ま
う
庭
し

　
誕
嚢
だ
さ
鱒
。

◇
駐
灘
場
溺
狭
鱒
だ
め
、
会
場
へ

　
は
車
の
乗
嬢
合
鱒
、
象
た
は
バ

羅
雛
．
霞
転
華
、
徒
歩
癒
お
磧

懸
継
濾
愚
願
。

　ぜひこ覧ください

災害用品、資器材展示

●と　き・…・・9月1日（月）

　　　　　　（午前9時～午後2時）

●ところ・…・・主会場　信濃川河川敷

　　　　　　　　　（字下島地先）

平成9年8月10日号3



十
髄
町
地
域

ニ
ユ
ー
に
い
が
た
里
創
ブ
ラ
ン
推
進
懇
話
会

’
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
推
進
懇
話
会
が
7
月
2
6

日
出
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
在
十
日
町
地
域

広
域
行
政
圏
で
進
め
て
い
る
「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
の
内

容
を
、
多
く
の
市
民
か
ら
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

開
会
に
先
立
ち
本
田
市
長
が
「
こ
の
プ
ラ
ン
の
特
徴
は
住
民
参
加
、
ソ

フ
ト
事
業
優
先
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
今
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆
様
方

か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
い
た
だ
き
、
民
間
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
推
進
体
制
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

平
山
県
知
事
か
ら
「
里
創
プ
ラ
ン
」
の
生
ま
れ
た
背
景
、
北
川
フ
ラ
ム

さ
ん
か
ら
「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
の
内
容
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平山県知事

　
私
が
平
成
4
年
に
知
事
に
な
っ
た

と
き
、
県
は
2
千
年
ま
で
の
長
期
プ

ラ
ン
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

第
5
次
長
期
計
画
で
、
第
4
次
ま
で

と
違
い
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ

よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
戦

略
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
日
本
海
関

越
ベ
ル
ト
地
帯
振
興
構
想
と
い
い
ま

す
。
交
通
・
物
流
・
産
業
・
都
市
文

化
・
グ
リ
ー
ン
・
情
報
の
六
つ
の
ベ

ル
ト
か
ら
な
り
、
そ
の
ベ
ル
ト
ご
と

の
戦
略
を
3
7
入
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
交
通
・
物
流
・
産
業
ベ
ル

ト
ま
で
が
動
い
て
い
ま
す
。
今
後
は

都
市
文
化
・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整

備
が
必
要
で
す
。
都
市
的
な
快
適
生

活
空
間
と
自
然
を
大
切
に
し
た
環
境

を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
自
分

た
ち
で
考
え
自
分
た
ち
で
実
現
す
る

の
で
な
け
れ
ば
、
す
で
に
成
熟
し
た

日
本
の
よ
う
な
社
会
の
個
々
の
人
の

価
値
観
を
満
た
せ
る
よ
う
な
地
域
は

作
れ
ま
せ
ん
。
地
域
づ
く
り
に
は
身

の
回
り
の
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の

も
の
広
域
的
な
「
里
創
プ
ラ
ン
」
の

よ
う
な
も
の
と
色
々
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
地
元
か
ら
出
て
き
た
地
域

づ
く
り
の
発
想
を
生
か
し
て
や
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
意
味

か
ら
、
で
き
る
だ
け
ま
と
ま
り
や
す

い
単
位
と
い
う
ζ
と
で
県
内
に
1
4
の

広
域
生
活
圏
単
位
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開

通
し
た
十
日
町
圏
域
は
、
こ
れ
か
ら

高
速
交
通
体
系
が
整
備
さ
れ
変
わ
っ

て
い
く
地
域
な
の
で
早
め
に
広
域
的

な
議
論
を
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
の
方
策
を
見
い
だ
す
た
め
に
、
「
里

創
プ
ラ
ン
」
に
優
先
的
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
事
業
は
後
で
合

わ
せ
ま
す
。
あ
く
ま
で
地
域
の
独
自

性
や
主
体
性
が
基
本
で
す
。
広
域
的

な
観
点
で
地
域
の
発
展
理
念
を
議
論

し
、
広
大
な
計
画
に
な
っ
た
ら
1
次
、

2
次
と
分
け
て
場
合
に
よ
っ
て
は
1

0
0
年
か
か
っ
て
も
い
い
。
こ
ん
な

地
域
づ
く
り
を
「
里
創
プ
ラ
ン
」
で

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
も
う
ま
く
先
行
し
て
ま
と
ま
り

は
じ
め
た
の
が
十
日
町
地
域
で
す
。

ぜ
ひ
、
地
域
づ
く
り
の
三
つ
の
“
あ
”
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
（
住
み
や
す
さ
）
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
活
力
）
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
（
個
性
・
特
徴
）
を
計
画

の
中
に
入
れ
込
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
県
も
大
い
な
る
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

北川フラムさん

　
「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」

を
一
言
で
言
え
ば
、
美
し
く
自
分
た

ち
が
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
る

地
域
を
作
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
地
域
が
持
っ
て
い
る
財
産
は
自

然
（
信
濃
川
、
ブ
ナ
林
、
雪
な
ど
）

で
す
。
科
学
万
能
の
思
想
に
基
づ
く

人
類
の
発
展
に
陰
り
が
見
え
て
き
た

現
在
、
人
問
と
自
然
と
の
関
わ
り
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
幸
い
に
も
こ
の
地
域
は
本
来

の
自
然
の
姿
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま

す
。
構
想
で
は
そ
の
自
然
を
守
り
育

て
、
自
然
の
懐
の
中
で
明
日
を
担
う

人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
ま
す
。

　
構
想
の
柱
は
大
き
く
四
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
は
物
を

発
見
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
分
か

っ
て
い
る
よ
う
で
、
意
外
に
分
か
っ

て
い
な
い
も
の
で
す
。
方
法
と
し
て

は
、
こ
の
地
に
住
ん
で
い
る
人
、
旅

行
者
も
含
め
て
「
ス
テ
キ
発
見
」
と

い
う
も
の
を
や
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
今
年
の
暮
れ
か
ら
再
来

年
に
か
け
て
行
い
ま
す
。
こ
の
地
域

の
美
し
い
所
を
写
真
で
応
募
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、
応
募
を
す

る
人
、
商
品
を
出
す
人
な
ど
、
地
域

の
人
全
部
が
関
わ
る
よ
う
な
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
「
自
然
体
験
型
ふ
れ
あ
い
文

化
施
設
」
と
い
う
交
流
の
拠
点
を
作

り
ま
す
。
例
え
ば
、
ク
ロ
ス
ー
0
の
付

近
に
3
3
0
m
位
の
モ
ー
ル
を
作
り
、

こ
れ
を
雪
の
公
園
に
し
て
も
い
い
。

内
容
を
作
る
の
は
皆
さ
ん
で
す
。
今

ま
で
に
な
い
空
間
で
、
お
も
し
ろ
い

も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
、
三
つ
目
が
「
交
流
の
道
」

で
す
。
地
域
自
体
が
非
常
に
広
く
、

各
市
町
村
を
巡
る
道
路
は
2
0
0
㎞

に
も
及
び
ま
す
。
各
ス
テ
ー
ジ
や
施

設
、
観
光
資
源
な
ど
を
有
機
的
に
結

び
、
回
遊
性
を
持
た
せ
る
「
交
流
の

道
」
を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

広
域
と
し
て
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

や
発
信
性
を
強
化
し
ま
す
。

　
四
つ
目
は
、
大
地
の
芸
術
祭
（
ア

ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）
で
す
。
世

界
の
ト
ッ
プ
ア
ー
チ
ス
ト
に
よ
る
野

外
環
境
芸
術
祭
を
3
年
ご
と
に
開
催

（
第
1
回
は
平
成
n
年
に
実
施
）
し

ま
す
。
こ
の
芸
術
祭
の
開
催
は
、
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
各
層
の
方
々
か
ら
、
こ
の
構
想
（
た

た
き
だ
い
）
に
つ
い
て
縦
、
横
、
斜

め
、
色
々
な
方
向
か
ら
議
論
し
て
い

た
だ
き
中
身
を
鍛
え
あ
げ
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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北越急行㈱か

10月1目の
　　　　　ダイヤ改正発表

　北越急行㈱では7月25日㈹、市役所で記者会見を行い、今秋（10

月1日）のダイヤ改正を発表しました。このダイヤ改正は、長野

行新幹線の開業に伴いJ　R各社がダイヤ改正を行うのに合わせて

行ったものです。「はくたか号」は現行の10往復、十日町駅停車4

本は変更ありませんが、「はくたか16号」に替わり「はくたか18号」

が停車することになり、「はくたか18号」を使った場合、東京滞在

時間が約2時間延長されます。また、普通列車は、通勤・通学の

利用実態に合わせた新設と廃止が行われ、全体では距離に直すと

26．4kmの増発になります。さらに、途中駅での待ち合わせ時問（現

行最大29分）を短縮（改正後最大12分）しています。

《ほくほく線時刻表》
◆
越
後
湯
沢
・
六
日
町
方
面
弓
犀
潟
・
直
江
津
万
面

◆
犀
潟
・
直
江
津
万
面
弓
越
後
湯
沢
・
六
目
町
方
面

列車番号 820M 822M 824M 826M 828M 1002麟

特
急
は
く
た
か
2
号
G
座

830M 1004蘭

特
急
は
く
た
か
4
号
G
座

832M ユ0聡轍

特
急
は
く
た
か
6
号
G
座

834M 1008脳

特
急
は
く
た
か
8
号
G
座

836M 8838M 840M 10玉0編

特
急
は
く
た
か
1
0
号
G
座

842M 844M
越後湯沢発
塩　　　沢〃
六　日　町着

731
744
748

815
毒
↓

821
833
838

鮒8

毒
麗2

930
↓
946

1雛O
　‡

　↓

1015
　↓

1031

王118
　↓

　↓

1145
　↓

1200

1340
　↓

　毒

1345
1357
1401

六　日　町発
魚沼丘陵〃
美佐島〃
し　ん　ざ〃

　　　　　着

539
543
550
552
554

606
610
617
619
621

622
626
632
635
637

700
704
710
713
715

750
754
803
805
807

毒
毒
峯
毒
毒

841
844
851
854
856

92：3

峯
↓
↓
慧
3 3

947
951
958
1000
1002

毒
毒
↓
毒
毒

1033
1037
1043
1046
1048

　↓

　↓

　↓

　毒

1143

1202
1205
1214
1217
1219

1241
1244
1251
1253
1255

1327
1331
1337
1340
1342

↓
毒
毒
毒
↓

1403
1407
1413
1416
1418

1441
1445
1451
1454
1455

発
着
555
604

622
636
647
656
717
726
812
822

毒
↓

858
908
934
↓

1004
1013

’↓

毒
1049
1058
1144
　↓

1221
1235 ◆

1342
1351

↓
‡

1424
1434
1505
1515

604
611
616

657
704
709

727
735
739

823
830
835

毒
毒
事

911
924
928

↓
↓
↓

1013
1020
1024

↓
↓
↓

一

十　日　町

まつだい
　　　　　発
ほくほく大島〃

　　　　　着
虫川大杉

く　び

犀

1101
1115
1119

↓
↓
毒

1236
1250
1255

1352
1358
1403

峯
毒
↓

1437
1455
1500

　　　　　発
うらがわら〃
大池いこいの森〃

　　　　き〃
　　　　潟〃

625
628
632
635
640

709
712
716
718
724

740
742
746
758
803

835
838
842
844
850

↓
毒
↓
↓
↓

928
931
935
944
1000

↓
毒
毒
↓
毒

1025
1027
1031
1033
1038

↓
↓
毒
毒
↓

1120
1123
1127
1130
1143

↓
毒
↓
↓
↓

1255
1258
1302
1305
1315

土運
曜転
・日

休注
日意
運
転
一

1403
1405
1409
1412
1417

↓
毒
↓
↓
善

1500
1503
1507
1509
1515

直江津着 731 810 857 9麗 1007 王OI3 1045 玉057 1150 1213 1323 1424 1428 1522

列車番号 1012鰯

特
急
は
く
た
か
1
2
号
G
座

8032M

特
急
臨
時
は
く
た
か
82
号
G
座
◆
（
運
転
日
注
音
e

846M 工014M

特
急
は
く
た
か
1
4
号
G
座

848M 850M 8034M

特
急
臨
時
は
く
た
か
84
号
G
座
◆
（
運
転
日
注
音
e

852M 1雛6巌

特
急
は
く
た
か
1
6
号
G
座

854M 塗018M

特
急
は
く
た
か
1
8
号
G
座

3856M

快
速

1020M

特
急
は
く
た
か
2
0
号
G
座

858M
越後湯沢発
塩　　　沢〃
六　日　町着

1441
　↓

　↓

1510
　毒

　↓

1620
　↓

　↓

1624
1637
1641

圭舗0
　毒

　‡

圭835
　↓

　↓

1914
1926
1931

2017
　¢

　↓

2040
　↓

2056

2123
　↓

　↓

2148
　↓

2203
六　日　町発
魚沼丘陵〃
美佐島〃
し　ん　ざ〃

　　　　　着

　溝

　毒

　毒

　毒

1騒0

　↓

　↓

　毒

　毒

玉537

1542
1546
1552
1554
1556

↓
↓
↓
↓
毒

1645
1649
1655
1658
1700

1747
1751
1757
1800
1802

　↓

　毒

　毒

　毒

1823

1839
1843
1849
1851
1853

毒
毒
¢
毒
毒

1932
1936
1942
1945
1946

　↓

　毒

　↓

　↓

2042

2056
　↓

　↓

　↓

2110

↓
↓
↓
↓
↓

2204
2208
2215
2217
2219

発
着
工5鍛
　毒

1538
　↓

1557
1606

↓
↓

1702
1722

1803
1812

注823
　↓

1859
1909

毒
毒

1947
2000
2042
　毒

2111
2120

毒
↓

十　日　町

まつだい
　　　　　発
ほくほく大島〃

　　　　　着
虫川大杉

く　び

犀

↓
↓
事

毒
↓
毒

1607
1621
1625

毒
工
毒

1724
1731
1735

1813
1820
1825

↓
↓
↓

1918
1926
1932

↓
↓
↓

2007
2021
2026

↓
↓
↓

2120
2127
2132

↓
↓
毒

　　　　　発
うらがわら〃
大池いこいの森〃

　　　　き／ノ

　　　　潟〃

諺
ま
毒
↓
↓

↓
毒
墨
↓
毒

1626
1628
1632
1636
1642

↓
↓
↓
↓
鑑

1736
1738
1742
1745
1750

1828
1831
1835
1838
1843

↓
毒
毒
毒
↓

1937
1939
1943
1945
1951

毒
鑑
毒
霊
鑑

2027
2030
2034
2036
2041

↓
↓
↓
↓
毒

2137
2141
　↓

2148
2156

↓
毒
毒
↓
↓

直江津着 1騒0 1615 1649 擦ヱ0 1757 1850 1855 1958 王926 2048 2王12 2203 2213

列車番号 3821M

快
速

823M 825M 827M 1⑤醗断

特
急
は
く
た
か
1
号
G
座

829M 3831M

快
速

1⑧03脳

特
急
は
く
た
か
3
号
G
座

833M 王OO5M

特
急
は
く
た
か
5
号
G
座

835M 8031麟

特
急
臨
時
は
く
た
か
81
号
G
座
◆
（
運
転
日
注
意
）

837M 圭007蘭

特
急
は
く
た
か
7
号
G
座

8839M 841M 843M
直江津発 556 745 737 850 933 1002 1052 1040 斑13 1142 1226

　◆

一
土
運
曜転
　
日
休注
日
意
運
転
一

1318 1416
犀　　　潟発
く　び　き／ノ

大池いこいの森／ノ

うらがわら／ノ

　　　　　着

603
608
↓
6
1

4
6

16

（
休
日
運
休
）

654
700
702
706
709

毒
↓
↓
毒
毒

752
758
801
805
807

858
903
↓
9
0
8
9
1
0

毒
墨
↓
↓
毒

1010
．1015

1017
1021
1024

毒
毒
毒
凄
↓

1100
1107
1109
1114
1116

↓
毒
¢
毒
毒

1151
1205
1208
1212
1214

毒
¢
↓
¢
鑑

1325
1331
1333
1338
1340

1423
1429
1431
1435
1437

　　　　　発
ほくほく大島〃

　　　　　着

616
621
627

714
719
727

毒
↓
↓

807
812
819

911
916
922

毒
毒
↓

1Q26
1032
1045

↓
毒
毒

1120
1125
1131

↓
¢
毒

1215
1220
1226

鑑
↓
毒

1342
1347
1401

1437
1442
1449

虫川大杉

まつだい
　　　　　発
　　　　　着
十　日　町

し　ん

美佐

六　日

628
637

705
714
715
730
736
746

毒
峯

822
831
923
933

　叢

塗003
1047
1101

毒
毒

1139
1157

　毒

1143
1227
1236

　↓

1256
1409
1418

1455
1505

　　　　　発
　　　　ざ〃

　　　島〃
魚沼丘陵〃
　　　町着

637
↓
↓
↓
648

715
717
720
727
730

733
736
739
746
749

750
752
755
804
807

嘉
毒
鑑
毒
毒

836
838
841
853
856

934
↓
↓
↓
946

圭o鱗
　毒

　毒

　↓

　峯

1102
1104
1107
1114
1117

毒
↓
毒
事
‡

1200
1202
1205
1215
1218

鷺鱈
　毒

　鑑

　毒

　嬉

1236
1238
1241
1248
1251

1256
　毒

　毒

　毒

　毒

1300
1303
1305
1312
1315

1419
1421
1424
1430
1433

1510
1513
1515
1522
1525

六　日　町発
塩　　　沢〃

越後湯沢着

650
↓
7
0 4

735
740
753

811
↓
8
2 7

毒
毒
8
3 4

948
　↓

1004

　ま

　毒

麹翻

1118
1122
1135

　議

　毒

難醗

　尋

　毒

歪2主0

1258
1302
1315

　↓

　峯

蓬32墨

列車番号 麹鱒麟

特
’
急
は
く
た
か
9
号
G
座

845M 847M 麹蟻脳

特
急
は
く
た
か
1
1
号
G
座

849M 圭醗3鰍

特
急
は
く
た
か
1
3
号
G
座

851M 呂騰蕊脳

特
急
臨
時
は
く
た
か
8
3
号
G
座
◆
（
運
転
日
注
意
）

853M 玉磁5繍

特
急
は
く
た
か
1
5
号
G
座

855M 10霊7麟

特
急
は
く
た
か
1
7
号
G
座

857M 麹欝麟

特
急
は
く
た
か
1
9
号
G
座

3859M

快
速

861M
直江津発 麟灘 1514 玉5騒 1623 王6§o 1713 擬駆 1804 王麟駐 1915 圭95琵 2005 2｝24 2135
犀　　　潟発
く　び　きノ／

大池いこいの森〃

うらがわら〃
　　　　　着

畿
毒
專
垂
毒

1521
1532
1534
1538
1540

簸
鑑
峯
‡
毒

1630
1638
1641
1646
1649

畿
毒
毒
‡
毒

1721
1726
1729
1733
1735

峯
訟
毒
毒
謬

1811
1817
1819
1823
1826

毒
毒
毒
毒
毒

1923
1928
1930
1934
1936

‡
毒
毒
轟
墨

2013
2018
2020
2024
2027

¢
毒
‡
竈
毒

2142
2147
　↓

2153
2156

　　　　　発
ほくほく大島〃

　　　　　着

霊
毒
難

1541
1546
1553

護
奪
叢

1656
1701
1707

峯
＄
叢

1737
1743
1750

毒
毒
毒

1827
1832
1839

毒
毒
毒

1937
1942
1949

毒
叢
毒

2027
2032
2039

¢
毒
鑑

2201
2206
2212

虫川大杉

まつだい
　　　　　発
　　　　　着
十　日　町

し　ん

美佐

六　日

銀
毒

1527
1536
1555
1610

　ξ

圭鍵葛
1708
1717

↓、

峯
1752
1802

　毒

認舗
1842
1853

毒
毒

1949
2001

　‡

建麗ヌ
2039
2055

鑑
毒

2213
2222

　　　　　発
　　　　ざ〃

　　　島〃
魚沼丘陵〃
　　　町着

‡
毒
毒
峯
毒

1538
1540
1543
1554
1557

1612
1615
1618
1625
1628

至6簸
　叢

　鱗

　毒

　遙

1723
1725
1728
1734
1737

導
奪
毒
竈
蓬

1804
1807
1810
1817
1820

歪83昼

　毒

　毒

　馨

　叢

1859
1901
1904
1910
1913

鑑
毒
峯
蓬
凄

2001
2003
2006
2013
2016

建麗番

　毒

　毒

　峯

建醸2

2055
2057
2100
2108
2111

峯
麟
ま
峯
毒

2222
　↓

　↓

　↓

2233

2250
2252
2254
2301
2304

六　日　町発
塩　　　沢〃

越後湯沢着

　遙

　響

欝鍛

1559
1603
1616

1634
　↓

1650

　毒

　馨

欝脇

　畿

　叢

翼総

　奪

　毒

欝搬

　毒

　奪

麹鞭
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2034

麗魏
　‡

欝5β

2112
2116
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　鑑

　毒㎏

2鐡奪
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魍
鐵
量
－
興
・
翻
懸
回
、
手
に
持
つ
た
と
き
か
ら

　
　
　
　
　
　
贈
処
理
ぼ
誘
な
た
の
責
任
で
す

　
「
十
日
町
市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条

例
」
が
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
4

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
わ

ゆ
る
「
ポ
イ
捨
て
」
や
「
不
法
投
棄
」
は

必
ず
し
も
減
っ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

夏
場
は
特
に
、
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
缶
な
ど

の
「
ポ
イ
捨
て
」
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
改
め
て
自
分
の
回
り
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

条
例
上
の
罰
則

　
罰
則
は
、
罰
金
を
科
す
る
場
合
と
氏
名

の
公
表
と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も

「
ポ
イ
捨
て
」
は
社
会
的
に
許
さ
れ
な
い

行
為
だ
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
市
の
条
例
で
は
、
罰
金
で

は
な
く
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
は
氏
名
の

公
表
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
条
例
の
名
称
は
自
治
体
に
よ
っ

て
様
々
な
も
の
を
用
い
て
い
ま
す
。
例
え

ば
空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
条
例
、
環
境
美

化
条
例
な
ど
で
す
。
市
の
条
例
は
、
「
ポ
イ

捨
て
」
禁
止
の
ほ
か
、
今
後
ま
す
ま
す
環

境
の
保
全
が
大
切
に
な
る
こ
と
か
ら
、
自

然
と
人
と
の
共
生
を
確
保
す
る
社
会
を
目

指
す
こ
と
や
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
す
る
こ
と
な
ど
が
条
文
に
盛
り
込
ん
で

あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
「
ポ
イ
捨
て
」
は
個

人
の
マ
ナ
ー
の
問
題
で
す
。
子
供
に
笑
わ

れ
な
い
よ
う
な
道
徳
意
識
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

こ
ん
な
啓
発
活
動
に

　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
6
月
2
3
日

㈱
、
市
内
大
型
店
で
買
い
物
客
を
対
象
に
、

「
ポ
イ
捨
て
」
禁
止
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
8
月
1
2
日
㈹
、
国

道
2
5
3
の
沿
線
で
再
度
行
う
予
定
で

す
。
　
ま
た
、
禁
止
看
板
の
設
置
や
桃
太
郎
旗

の
掲
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。
禁
止
看
板
は

駅
の
東
西
、
国
道
パ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
大

小
4
0
基
を
設
置
、
桃
太
郎
旗
に
つ
い
て
も

市
役
所
、
各
公
民
館
な
ど
公
共
施
設
を
中

心
に
掲
出
し
て
い
ま
す
。

蒙繋難懸難

纏

交通安全関係、

県知事・協議会長表彰

　交通安全県宣言記念県民大会が7

月11日囲、新潟テルサで行われ、八

箇小学校（工藤和規校長）が県知事

表彰を、十日町オートクラブ・スポ

ーツ（渡辺進会長）と吉沢文男さん

（北鐙坂）が県交通安全対策連絡協

議会長表彰を受賞しました。

　八箇小学校では、学校とPTAが
一体となった交通事故防止への取り

組みで、戦後から現在に至るまで、

児童に関係した交通事故が1件も起

きていません。

　十日町オートクラブ・スポーツは

昭和48年に発会。56年から「妻有郷・

安全運転コンクール」を実施、以後

16年間継続し、安全運転の定着化を

推進したほか、平成6年からはヤン

グママと幼児を対象にした「妻有郷

ファミリードライビングスクール」

を実施し、女性ドライバーの交通事

故防止に積極的に取り組んだことな

どが評価されました。

　吉沢さんは、昭和46年に交通安全

協会吉田支部役員、54年からは十日

町市非常勤交通指導員となり、現在

に至るまで一貫して交通事故防止に

尽力されました。

8／25（g～27㊧

十日町
　おおまつり

■
み
こ
し
渡
御
…
2
6
日
午
後
1
時
諏
訪
神

社
出
発
↓
各
町
内
↓
午
後
6
時
3
0
分
お

仮
舎
（
織
物
会
館
前
）
着

27
日
午
後
2
時
お
仮
舎
出
発
↓
午
後
1
0

時
3
0
分
諏
訪
神
社
着

■
俄
…
宮
下
町
“
2
5
日
午
後
6
時
～
1
0
時

　
2
6
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
0
時

　
2
7
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
9
時

　
下
町
”
2
5
日
午
後
6
時
30
分
～
1
0
時

　
2
6
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
0
時

　
2
7
日
午
前
8
時
30
分
～
午
後
1
0
時

　
上
町
“
2
5
日
午
後
7
時
～
9
時
3
0
分

　
2
6
日
午
前
9
時
～
午
後
1
0
時
3
0
分

　
2
7
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
9
時

ロ
煙
　
火
…
2
6
日
午
後
7
時
3
0
分
～
9

時
、
十
二
平

■
少
年
相
撲
大
会
…
2
7
日
午
前
中

■
町
内
み
こ
し
…
2
6
日
～
2
7
日
各
町
内
で

■
明
石
万
灯
…
2
5
日
午
後
7
時
～
9
時

■
民
謡
流
し
…
2
5
日
午
後
7
時
3
0
分
～
9

　
時

■
露
　
店
…
2
5
日
正
午
～
2
7
日
午
後
1
1

　
時
、
駅
通
り

■問い合わせ

十日町おおまつり実行委員会
　　　　　　　　　　　（商工会議所内）

　　　智57－5111FAX52－6044

十日町市観光協会（織物会館内）

　　　費57－3345FAX57－5150

明
石
万
灯
・
大
民
謡
流
し

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
明
石
万
灯
は
、
形
態
（
人
力
で
担
ぐ
、

車
輪
付
き
等
）
自
由
で
す
。
会
社
や
商
品
、

団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
P
R
も
結
構
で
す
。

職
場
や
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
民
謡
流
し
は
、
年
々
参
加
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
衣
装
・
プ
ラ
カ
ー
ド
に
規
制
は

あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
や
商
品
の
P
R
な
ど

自
由
で
す
。
曲
目
は
十
日
町
小
唄
と
深
雪

甚
句
の
繰
り
返
し
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
時
　
間
　
明
石
万
灯
“
午
後
7
時
～
9

　
時
、
民
謡
流
し
“
午
後
7
時
3
0
分
～
9

　
時
■
場
　
所
　
本
町
1
～
6
、
高
田
町
1
～

　
2
■
申
込
み
　
十
日
町
お
お
ま
つ
り
実
行
委

　
員
会
ま
た
は
十
日
町
市
観
光
協
会
へ

■
そ
の
他
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
参

　
加
団
体
代
表
者
に
連
絡
し
ま
す
。

6



騨

　　　　　　　　　　　　　　　鱗

　　　　　　　　　　　籔
　　　　　　　講
　　　　　羅
　　　襲

孫彗i

灘

97
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
・

ワ

市
民
福
祉
ま
つ
り
ブ
レ
イ
ベ
ン
ト

～
羽
田
澄
子
さ
ん
の
「
住
民
が

　
　
選
択
し
た
町
の
福
祉
」
を
見
る
会
～

　
羽
田
澄
子
さ
ん
が
平
成
7
年
春
か
ら
1

年
余
り
に
わ
た
り
「
健
康
づ
く
り
」
と
「
福

祉
の
町
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
秋
田
県
鷹
巣
町
を
モ
デ
ル
に
取
材
し

た
記
録
映
画
で
す
。
■
日
時
H
9
月
1
2
日

働
午
後
7
時
～
（
約
2
時
問
・
6
時
3
0
分
開

場
）
■
場
所
H
市
民
会
館
ホ
ー
ル
層
入
場

料
”
5
百
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）
■
問

合
せ
“
併
健
康
づ
く
り
・
市
民
福
祉
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
暦
5
7
1
3
1
1
1
）
へ
。

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

5
柳
健
康
づ
く
り
フ
エ
ア
同
時
実
施
～

　
骨
量
検
査
を
実
施
し
、
骨
粗
し
ょ
う
症

の
理
解
と
生
活
改
善
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
す
る
た
め
、
受
診
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
日
時
0
9
月
2
1
日
㈲
■
場
所
H
ク
ロ
ス

ー0

■
対
象
者
H
2
0
歳
以
上
の
女
性
■
定
員

”
3
百
人
（
先
着
順
）
■
受
診
料
目
千
円

　
■
申
込
み
H
8
月
2
9
日
働
ま
で
に
電
話
で

健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。
※
当
日
受

付
は
し
ま
せ
ん
。

受
け
ま
し
よ
う
！
各
種
検
診

　
市
で
は
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
「
が
ん
」
に
負
け
な
い

ま
ち
を
目
指
し
て
保
健
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
各
種
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、

お
気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
配
布
済

の
「
保
健
衛
生
事
業
の
日
程
表
」
を
ご
覧

の
う
え
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
住
民
健
診
髄
9
月
5
日
ま
で
▼
肺
が
ん

検
診
（
喀
啖
検
査
）
髄
9
月
5
日
ま
で
▼

乳
が
ん
検
診
髄
1
2
月
5
日
ま
で
▼
胃
が
ん

検
診
髄
1
2
月
1
6
日
ま
で
▼
大
腸
が
ん
検
診

”
1
2
月
1
6
日
ま
で
層
問
合
せ
”
健
康
福
祉

課
健
康
増
進
係
へ
。

根
茂
織
物
㈱
が
献
血
功
労
で

　
　
　
　
　
厚
生
大
臣
感
謝
状

　
7
月
2
8
日
㈲
、
新
潟
厚
生
年
金
会
館
で
、

第
3
3
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
が
行
わ

れ
、
席
上
、
根
茂
織
物
㈱
が
厚
生
大
臣
感

謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
4
3
年
以
降
2
9
年
間
、
社

員
総
ぐ
る
み
で
積
極
的
に
献
血
事
業
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
特
に
、
昭
和
5
0
年
か
ら
61
年
ま
で
の
1
0

年
問
、
献
血
会
場
と
し
て
自
社
を
提
供
し
、

近
隣
の
事
業
所
や
地
域
住
民
に
対
し
て
献

血
普
及
に
尽
力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

会
場
で
の
実
績
は
ー
、
5
0
0
人
に
も
お

よ
び
、
自
社
社
員
の
協
力
者
も
2
9
年
間
で

ー
、
1
1
1
人
の
実
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

クロス10が
　　　市内初の「道の駅』に

　クロス10では、4月11日に「道の駅」

に登録されたのを受け、一階のトイレ

　（身障者用含む）、グランドホールなど

を24時間利用可能にするための改修工

事を行っていました。この工事が完成

し、8月1日から正式に「道の駅」と

して供用開始しました。

　「道の駅」は、一般道路のサービス

エリア的役目を果たすもので、建設省

が設置を進めています。24時問無料で

使えるトイレや、一定以上の駐車場を

備えていることが要件で、登録される

と道路地図に掲載されたり、標識の整

備などが行われたりします。

　昨年オープンした「当間高原リゾー

ト」、来年開催される「長野オリンピッ

ク」など、市内では車での観光客の増

加が予想されます。今回の登録はこれ

らを見込んでのものです。

4　』　　　　　　、

に
い
が
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

　
最
近
の
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
十
日
町
地

域
で
も
、
そ
ん
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
体

験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
夏
休
み
最
後
の
休
日
、
家
族
そ
ろ
っ
て

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
H
8
月
3
0
日
㈹
午
後
1
時
～
9

　
時
、
31
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

■
場
所
“
ク
ロ
ス
ー
0
（
大
ホ
ー
ル
）

▼
開
会
式
　
3
0
日
午
後
1
時
～

▼
リ
レ
ー
ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
3
0
日
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

・
テ
ー
マ
　
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
は

　
　
　
　
　
　
地
域
の
枠
を
超
え
る
」

　
　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
表
現
、
ネ

　
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
を

超
え
た
仲
問
づ
く
り
や
活
動
を
広
げ
て

　
い
く
効
果
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
実
践
事
例
を
紹

介
し
、
地
域
を
出
発
点
と
し
て
地
域
を

超
え
る
活
動
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
。

　
　
　
　
　
h
十
日
町
地
域

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
内
田
斉
氏
（
ア
イ
ラ
ン
ド
コ
ン
サ
ル
テ

　
ィ
ン
グ
㈱
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　
教
育
”
清
水
雅
之
氏
（
東
頚
城
郡
松
之

　
　
　
　
山
町
立
浦
田
小
学
校
教
諭
）

　
地
域
u
鳥
沢
右
一
氏
（
㈱
C
R
C
総
合

　
　
　
　
研
究
所
計
画
シ
ス
テ
ム
部
主
任

　
　
　
　
研
究
員
）

　
福
祉
“
宮
島
正
子
氏
（
㈱
エ
イ
ネ
ッ
ト
）

　
　
　
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
金
沢
の
皆
さ
ん

　
観
光
髄
石
田
和
久
氏
（
働
ゆ
き
だ
る
ま

　
　
　
　
財
団
事
業
部
長
）

．
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
活
用

　
　
N
T
T
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
フ

　
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
し
、
会
場
（
十

　
日
町
市
）
と
金
沢
市
と
を
結
ん
で
シ
ニ

　
ア
ネ
ッ
ト
金
沢
の
皆
さ
ん
に
、
リ
レ
ー

　
ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
も
ら

　
い
ま
す
。

▼
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　
3
1
日
午
前
n
時
～
正
午

．
テ
ー
マ
　
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
最
新
情
報
」

．
講
師
佐
藤
正
博
氏
（
N
T
T
新
潟

　
法
人
営
業
部
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

　
ン
グ
部
門
担
当
部
長
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
総
合
講
座

　
　
会
場
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
を
疑
似
体
験
し
て
も
ら
い
ま

　
す
。

　
※
受
講
す
る
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
。

第
1
回
H
3
0
日
午
後
4
時
～
6
時

第
2
回
髄
3
0
日
午
後
7
時
～
9
時

第
3
回
u
31
日
午
後
1
時
～
3
時

▼
そ
の
他
　
3
0
日
、
31
日
終
日

①
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
機
器
展
示

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板

■
問
合
せ
　
に
い
が
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
血
十
日
町
地
域
実
行

委
員
会
事
務
局
（
十
日
町
市
役
所
企
画

人
事
課
企
画
室
智
5
7
－
3
1
1
1
・
F
A

X
5
2
－
4
6
3
5
、
国
ヨ
巴
一
8
犀
鋤
ヨ
8
一

　
◎
コ
ω
＜
一
●
江
餌
轟
●
o
唇
壱
）

平成9年8月10日号7



時間をみつけていい汗かきませんか？

ハローズは新メンバー募集中です。

試合後もさわやか笑顔で楽しいひととき
このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3111内線213へ。

大会のうち三つの大会で優勝したことがあります・そして・

これからの目標は毎年7～8月に行われるスポーツフェス

ティバルで予選を勝ち抜き、県大会出場を果たすことです。

　ソフトボールはピッチャーからべ一スまでの距離が野球

よりも短いので、打席に立った時のボールの体感速度は野

球よりも速く感じられます。とはいえ野球が苦手な方でも

心配はいりません。ソフトボールには野球と異なる楽しさ

があります。球が大きく柔かいため怪我も少なく、もとも

と女性に向いたスポーツなんですよ。

　選手のソフトボール歴は平均で6～7年ですが、皆さん

主婦になってから始めた人ばかりです。初心者の方も練習

すればすぐにできるようになります。

　自分の時間をみつけてさわやかな汗をかきたい方、ソフ

トボールに興味のある女性を募集中。もちろん初心者の方

も大歓迎です。ハローズの参加申し込みは、村山カズエ（智

52－3744・昼夜可）まで。

　ハローズは30歳代のママさんたちによるソフトボールチ

ームです。現在のメンバーは選手12人と監督・コーチの計

14人。選手全員が主婦ということで、子育てや家事に追わ

れ、日中は自分の時間をみつけにくいんですね。そこで誰

にも迷惑をかけずにのびのびとソフトボールに専念できる

　　　　　　　　　　　　ように練習は毎週火・木・日曜

　　　　　　　　　　　　の午前5時30分から東小学校

　　　　　　　　　　　　のグラウンドで行っています。

　　　　　　　　　　　　選手の皆さんもハローズに入

　　　　　　　　　　　　る前は子育てで家に閉じこも

　　　　　　　　　　　　りがちでしたが、朝のさわや

　　　　　　　　　　　　かな空気の中で白球を追いか

　　　　　　　　　　　　けることがストレスの発散に

　　　　　　　　　　　　もなっているそうです。ハロ

纏㎜㎜㎜μ鰹　磐　　　　　　　一ズではこれまでに市内で行
早朝練習で鳳分爽快
　　　　　　　　　　　　われる市長杯をはじめ四つの

●
暴
駆
亀
b
曇
蘇
馨
鞭
蟹
働
鱗
恥
≧
覆
暦
懸
馨
儘
響
0

騨纈麹噂聯●鱒ゆ

材料（4人分）
豚しゃぶしゃぶ用肉…200g
玉ネギ…％￥あさつき…1．5本

レタス…％、ニンニク…1片
しようが…15g
　〔　　レモン汁￥しようゆ、

　　サラダ油…大さじ1％

　塩￥こしよう…少々

O●　
豚
し
ゃ
ぶ
サ
ラ
ダ

磁　暑
い
夏
、
体
を
鍛
え
る
の
に
は

●○
絶
好
の
季
節
。
そ
ん
な
体
力
を
養

繭　うの
に
も
っ
て
こ
い
の
、
冷
た
く

　
ロ
当
た
り
の
よ
い
栄
養
満
点
の
一

　
品
で
す
。
牛
肉
も
可
．
冷
蔵
庫
で

難

繋
講
馨
嚢
蓑

●櫛　　
は
小
口
切
り
￥
レ
タ
ス
は
干
切

　
　
り
．
ニ
ン
ニ
ク
と
し
ょ
う
が
は

綱鯵●●

融0偵顛『鋤

薪
に
入
れ
て
味
を
な
じ
翻

ン
汁
￥
し
ょ
う
ゆ
、
サ
ラ
ダ
油
鑛

③
豚
肉
を
1
枚
ず
つ
広
げ
て
熱
湯

に
入
れ
。
色
が
白
く
変
わ
っ
た
⑬

ら
氷
水
に
入
れ
て
冷
や
す
。
　
　
馨

④
肉
を
ザ
ル
に
広
げ
て
塩
、
こ
し
　
嚇

よ
う
を
し
た
後
、
肉
の
水
気
を

き
る
。

◎
肉
の
水
気
が
き
れ
た
ら
、
②
の

ボ
ー
ル
に
入
れ
て
和
え
る
。
　
　
●

◎
器
に
玉
ネ
ギ
￥
レ
タ
ス
を
し
い
●

緊
勧
鵠
蕪
ガ
讃

　
　
　
　
　
　
　
を
事
　
嚢

遠藤昭彦さん
（田川町1盈57－5095）

●
9
題
轡
豊
唇
芝
●
馨
蓼
塾
覧
之
乏
O
監
◎

縷

このコーナーでは、登場していただく人

募集しています。問い合わせは企画人

課広報広聴係奮57－3111内線213へ。

傾帥●難顧賜
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じようずに

描けたね〃
⑭水沢保育所

金沢恵輔くん
　（5歳）

　　　　　　　　灘

　　　　　　　灘

　　　　難
　　　慧

　　　　　　譲
　　　　　灘
　
じ
ゆ
う
じ
か
に
色
を
ぬ
つ
た
ら
、
回
り
に

お
ぱ
け
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
ん
だ
。
お
ば

け
な
ん
て
こ
わ
く
な
い
よ
。
出
て
き
た
ら
友

達
に
な
り
た
い
な
。

鞭．！，簗・，1鷲　　i灘　瓢灘灘縷　．．欝

畏
、

・
、

識　　顯　　　1霧懇難難難葦難．“　　欝
　屍・　　　　　　　　　　　　　　3　こんなおぱけに出てきてほしいの。　村山里佳ちゃん

け顎韓、蹴．、．．．羅一諺掘灘贈糠（・歳）
　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係智57．3111内線213へ．　　　　3お話してみたいな。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
母
ざ
ん
は
会
社
で
が
ん
ば
っ
て
仕
事
を
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
だ
か
ら
家
に
帰
っ
た
時
は
と
き
ど
き
疲
れ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
い
で
心
配
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
。
も
っ
と
も
っ
と

本気の本音
⑧碑．会≡．璽から⑲へ

百
ま
で
長
生
き
し
て
も
わ
ら
な
き
ゃ
ね
。
そ
れ
と
ス

ト
レ
ス
解
消
で
よ
く
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
る
み
た
い
。

今
ま
で
僕
も
3
回
カ
ラ
オ
ケ
に
連
れ
て
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。
ま
た
一
緒
に
歌
お
う
ね
。

顯　　
　
　
こ
の
子
に
本
を
与
え
る
と
、
ず
っ
と
そ
れ
に

　
　
　
熱
中
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
っ
と

外
に
出
て
活
発
に
運
動
を
し
て
ほ
し
く
て
、

今
は
少
年
野
球
と
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
に

通
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
夏
休
み
中
は

学
校
の
プ
ー
ル
も
併
せ
て
三
つ
を
掛
け

持
ち
で
す
。
当
面
の
目
標
は
野
球
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と

水
泳
で
上
の
級
を
と
る
こ
と
か
な
。
が
ん
ば
っ
て
ね
。

が
乳
ば
り
や
の
お
母
さ
ん
小
林
利
恵
子
さ
ん
（
新
座
第
3
）
と
野
球
と
水
泳
で
真
っ
黒
に
日
焼
け

し
た
息
子
の
亮
君
（
東
小
3
年
）
。

そ
㌧
璽

　
騒
轟
憲
董
奮

轟

　
私
が
1
6
歳
で
上
京
し
た
の
は
大
正

12

年
の
6
月
で
す
。
そ
し
て
そ
の
年

の
9
月
1
日
の
正
午
2
分
前
に
関
東

大
震
災
に
遭
い
ま
し
た
。
地
震
の
瞬

間
、
働
い
て
い
た
日
本
橋
の
料
亭
は

壁
や
ガ
ラ
ス
が
崩
れ
落
ち
、
逃
げ
よ

う
に
も
地
面
が
揺
れ
て
歩
け
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
震
度
7
の
大
き
な
揺
れ
が
お
さ
ま

っ
て
か
ら
、
ほ
か
の
従
業
員
と
一
緒

に
手
荷
物
を
抱
え
皇
居
前
広
場
へ
と

逃
げ
ま
し
た
。
途
中
、
帝
国
劇
場
や

警
視
庁
と
い
っ
た
建
物
が
炎
火
に
包

ま
れ
、
皇
居
へ
の
道
は
逃
げ
惑
う
人
々

で
あ
ふ
れ
、
は
ぐ
れ
た
子
供
を
呼
ぶ

親
の
叫
び
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞

こ
え
ま
し
た
。
日
が
沈
む
に
つ
れ
空

一
面
が
炎
で
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
り

天
を
焦
が
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し

た
光
景
が
3
日
3
晩
続
き
ま
し
た
。

　
震
災
7
日
後
に
鉄
道
が
復
旧
し
、

私
は
赤
羽
か
ら
汽
車
で
帰
っ
て
き
ま

田口国吉さん
（本町4）90歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係費57－3111内線213へ。

し
た
。
汽
車
は
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め

で
手
も
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
ほ
ど
で
す
。
私
は
汽
車
の
中
に
は

入
れ
ず
屋
根
に
登
っ
て
い
ま
し
た
。

ベ
ル
ト
を
汽
車
の
窓
枠
に
く
く
り
付

け
汽
車
の
横
腹
に
し
が
み
つ
く
者
も

い
た
ほ
ど
で
す
。

　
東
小
千
谷
駅
で
下
車
し
た
折
、
故

菅
村
新
蔵
さ
ん
か
ら
パ
ン
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
今
で
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
無
事
我
が
家
に
た
ど

り
つ
き
安
否
を
気
遣
っ
て
く
れ
た
肉

親
と
再
会
で
き
た
時
は
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
。

　
様
々
な
経
験
を
重
ね
て
こ
れ
ま
で

生
き
て
き
ま
し
た
が
、
健
や
か
に
生

き
る
秘
訣
は
多
く
の
友
人
を
持
つ
こ

と
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

で
自
分
の
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に

引
き
受
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
口
は
下
手
で
も
嘘
を
言
わ
ず
地
道

に
努
力
す
る
人
は
花
は
咲
か
な
い
が
、

根
は
深
く
伸
び
、
幹
も
枝
も
太
く
な

り
最
後
に
は
大
き
な
実
が
な
る
。
こ

れ
が
私
の
人
生
訓
で
す
。

平成9年8月10日号9



鑛

スポツト

優勝の井上、入田を含め

4選手が全国大会へ進出

　
全
国
中
学
校
空
手
道
選
手
権
大
会
の
新
潟
県
予
選
会

が
6
月
1
1
日
㈱
、
新
潟
市
の
鳥
屋
野
潟
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
、
組
手
で
井
上
直
哉
君
（
中
条
中
3
年
）
が
、

型
で
入
田
佑
さ
ん
（
吉
田
中
2
年
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
型
で
柳
大
樹
君
（
十
日
町
中
3

年
）
が
2
位
、
同
じ
く
市
川
陽
太
君
（
十
日
町
中
1
年
）

が
4
位
に
入
賞
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
2
人
と
と
も
に
、

8
月
に
群
馬
県
前
橋
市
を
会
場
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
1
3
回
県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会
が
6
月

29

日
㈲
、
栃
尾
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
十
日
町
空

手
道
協
会
が
型
と
組
手
を
合
わ
せ
、
n
種
目
中
3
種
目

を
制
覇
す
る
大
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。

が会
　
＋
日
町
地
区
タ
ク
マ
協
会
で
は
7
昆
．
冒
の

協
2
日
問
、
協
会
所
属
の
乗
務
員
を
2
班
に
分
け
観
光
タ

一
晶
丁
ク
シ
ー
乗
務
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
者
は

妙
馴
騨
ゾ
離
轍
鱗
曝
縣
諮
膿
鐸
謡

タ
雲
分
我
・
人
が
運
転
義
－
－
人
が
お
客
と
い

十日町地区
観光タクシー

う
想
定
で
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
（
実
際
の
現
場
を
想
定
し

て
の
訓
練
）
で
は
、
言
葉
使
い
や
史
跡
の
説
明
な
ど
慣

れ
て
い
な
い
せ
い
か
立
ち
往
生
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
を
受
け
、
協
会
で
は
7
月
2
0
日
㈹
か
ら

観
光
タ
ク
シ
ー
を
運
行
。
「
ほ
く
ほ
く
線
」
な
ど
で
訪
れ

る
人
た
ち
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

履宏ひ¢5、
市内中学校英語指導助手。
アメリカペンシルバニア州アレンタウン出身。

　さて、また夏がやって来ましたが、今回だけは家（アメ

リカ）に帰りません。ここ十日町で長く暑い日々を過ごす

予定です。家には帰りたいけれど、秋に帰ることにしたの

で、今はお金がないのです。10月に帰る時には、昔のルー

ムメイトの結婚式に参列します。大学の友達が結婚するな

んてちょっと変な感じがするけど、少なくても披露宴会場

には飲み放題のバーがあるでしょう。それまでは、長い晴

れの日や、ナカゴのレゲエ・ジャムや、先週新潟に来たば

かりの新しいALTの人たちに会うのを楽しみに過ごしたい

と思います。

　　　　WeII，summer　is　here　again，only　this　time　l・wi”not

be　going　home．I　wiII　be　spending　the　Iong　hot　days　of

August　here　in　Tokamachi．I　want　to　go　home，but　l　wi”

be　going　home　in　th6fa”，and　l　don’t　have　any　money

now．When　I　go　home　in　October，I　will　be　attending　my

old　roommate’s　wedding．It’s　strange　to　think　of　my

friend　from　co”ege　as　being　married．But　at　least　there

wi”be　an　open　bar　at　the　reception．ln　the　mean　time，

I　am　Iooking　forward　to　bng，sunny　days，the　Raggae

Jam　at　Nakago，and　meeting　a”the　new　ALT’s　who　came

to　Niigata　last　week．
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懸、譲藻

灘
灘

　
　
　
灘

車両パレードで

夏の交通事故防止をPR

　
夏
は
暑
さ
に
よ
る
疲
れ
や
気
の
ゆ
る
み
に
よ
っ
て
交

通
事
故
が
起
き
や
す
い
季
節
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
十

日
町
市
で
は
交
通
関
係
機
関
等
の
協
力
の
も
と
8
月
－

日
働
の
朝
、
大
型
バ
イ
ク
2
台
を
加
え
た
計
2
0
台
の
車

両
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
毎
年
「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

（
8
月
1
日
～
1
0
日
）
」
期
間
の
初
日
に
行
わ
れ
、
広
く

市
民
に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
も
の
で
す
。
パ
レ
ー
ド
は
午
前
7
時
3
0
分
に

市
役
所
前
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
ぞ
れ
車
両
は
3
班
に
分

か
れ
吉
田
・
下
条
・
水
沢
方
面
を
ま
わ
り
、
通
勤
途
中

の
人
た
ち
や
夏
休
み
中
の
子
供
た
ち
に
交
通
事
故
防
止

を
訴
え
ま
し
た
。

上
8
月
3
日
㈲
、
大
粒
の
ひ
ょ
う
が
東
下
組
地
区
（
漉

以
野
、
二
子
、
平
、
願
入
集
落
な
ど
）
に
降
り
・
地
域
の

㎝
　
　
人
た
ち
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
ひ
ょ
う
は
午
後
2
時
こ
ろ

御
害
雷
と
一
緒
に
降
り
畳
約
－
・
分
ほ
ど
降
り
続
き
ま
し

直
報
た
．
大
き
な
も
の
は
直
径
7
㎝
以
上
（
写
真
参
照
）
小

よ
壱
さ
な
も
の
で
も
直
径
1
～
2
㎝
の
巨
大
な
も
の
。
大
正

壱
ど

の
な
ー
o
年
生
ま
れ
の
水
落
ヨ
シ
さ
ん
（
願
入
）
も
、
「
こ
ん
な

舳
物
に
大
き
な
ひ
ょ
う
は
生
ま
れ
て
初
め
て
見
ま
し
た
．
降

き
作
っ
て
い
る
と
き
は
怖
い
や
ら
、
気
持
ち
悪
い
や
ら
で
家

大
農
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
幸
い
に
も
、
人
災
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ト
ウ
モ

　
　
　
　
ロ
コ
シ
や
水
稲
の
穂
先
が
折
れ
た
り
、
車
の
ボ
ン
ネ
ッ

　
　
　
　
ト
が
へ
こ
ん
だ
り
す
る
な
ど
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

問
健
健
盈

O

住
民
健
診
と

　
　
結
果
の
見
方
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
住
民
健
診
も
残
す
と
こ

ろ
1
0
日
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
体

の
具
合
を
客
観
的
に
振
り
返
る
よ
い

機
会
で
す
。
職
場
健
診
や
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
て
い
な
い
人
、
特
に
医
療

機
関
に
か
か
っ
て
い
な
い
人
は
、
ぜ

ひ
住
民
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
申
し
込
み
を
し
て
い
な
く
て
も
受

診
で
き
ま
す
）

◎
住
民
健
診
の
結
果
の
見
方

　
健
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
と

同
じ
く
ら
い
、
結
果
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
結
果
通
知

の
届
い
た
人
は
必
ず
開
け
て
見
て
く

だ
さ
い
。
結
果
の
見
方
が
よ
く
分
か

ら
な
い
人
は
、
保
健
婦
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
市
報
掲
載
の
総
合
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
健
康
手
帳
の
利
用

　
検
査
結
果
は
、
今
回
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
以
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
か
を
知
り
、
健
康
管
理
に
役

立
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
健
診
結
果
は
健
康
手
帳
に

記
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
手
帳
は
、
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
記
録
で
す
。
健
診
や
血
圧
、
体

調
の
変
化
を
自
分
で
記
入
し
ま
し
ょ

う
。
医
療
機
関
に
受
診
す
る
際
は
、

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

普
段
の
体
の
状
態
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
手
助
け
に
な
り
ま
す
。

◎
主
治
医
の
い
る
人

　
主
治
医
の
い
る
人
は
、
受
診
の
際

に
健
診
結
果
を
持
参
し
、
指
示
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
健
診
結
果
説
明
会

　
総
合
判
定
で
要
医
療
・
要
指
導
b

の
一
部
の
人
を
対
象
に
、
結
果
説
明

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
案
内
が
届
い

た
人
は
、
本
人
ま
た
は
代
理
人
が
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診
結
果
に
基

づ
き
、
検
査
内
容
の
説
明
、
栄
養
相

談
、
個
別
相
談
等
を
行
い
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
は
健
康
福
祉
課
へ
。

繰

　　　雛
蒙

髄劉
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か
け
ま
せ
ん
か

知
事
と
の
さ
わ
や
か
ト
ー
ク

霧
日
時
H
9
月
2
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
霧
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
（
大
ホ
ー

ル
）
纏
対
象
H
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津

南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
に

在
住
の
人
勿
問
合
せ
H
企
画
人
事
課
広
報

広
聴
係
へ
。

わ
た
し
の
主
張
9
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会

雛
日
時
H
8
月
21
日
㈱
午
後
2
時
～
4
時

ヤ

30
分
纏
場
所
H
市
民
会
館
霧
内
容
H
中
学

校
代
表
1
0
人
の
主
張
の
発
表
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
ほ
か
雛
問
合
せ
H
川
西
中
学
校

（
盈
6
8
1
2
0
6
6
）
へ
。

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
　
8
月
の
定
期
投
影

霧
日
時
H
8
月
1
7
日
㈲
、
2
4
日
㈲
午
前
1
1

時
～
4
0
分
問
雛
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー
ル

雛
入
場
料
H
一
般
“
2
百
円
、
中
学
生
以

下
”
百
円
纏
問
合
せ
H
中
里
村
教
育
委
員

会
（
盈
63
1
4
4
7
8
）
へ
。

県
民
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

霧
日
時
H
8
月
31
日
㈲
午
後
2
時
～
（
1

時
3
0
分
開
場
）
影
場
所
H
六
日
町
文
化
会

館
影
出
演
H
指
揮
”
山
口
哲
人
、
演
奏
一

上
越
交
響
楽
団
笏
入
場
料
H
無
料
（
入
場

㈹十日町地域シルバー
人材センター職員募集

霧職種・採用予定人員＝一般事務（男

子1人）髪資格＝昭和42年9月以降

昭和52年9月までの間に生まれた男

子で普通自動車運転免許を有し、次

の要件に該当する人。①高等学校を

卒業した人②心身ともに健康な人雛

採用予定日＝10月1日霧申し込み＝

8月15日働～29日働まで（当日消印

有効）に㈹十日町地域シルバー人材

センター（〒948十日町市本町6－1

智57－5708）に①採用試験申込書（同

センターにあります）②卒業証明書、

成績証明書③普通自動車運転免許証

の写しを提出してください。

公営住宅入居者募集

籔募集住宅＝谷内丑市営住宅1戸

（6畳2室・ダイニングキッチン）

32，000円籔募集期問＝8月11日（月）～

25日（月）雛入居条件＝家族状況、収入

限度額等獲問合せ二建設課克雪利雪

対策室建築住宅係

寄付ありがとう
　　7月25日届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉事業へ＝庭野宏一（江道）

囹社会福祉事業へ＝新川屋建設工業

㈱親栄会（15，800円）

囹羽根川荘へ＝中条会（6，800円）仲

好会（7，900円）川治老人クラブ（3，

000円）

囹博物館へ二小野塚宏一（宮下西）

大海武夫（田川町2）福島作一（水

沢3）池田ヨウ（四日町1）

囹公民館図書室へ＝中沢英美子（田

川町3）山下三郎（新座3）羽鳥智

恵子（本町6－2）

整
理
券
が
必
要
）
霧
間
合
せ
“
新
潟
県
文

化
振
興
課
（
盈
伽
－
猫
1
5
5
1
1
内
線

2
2
4
4
）
へ
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

霧
日
時
H
9
月
5
日
働
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
膨
場
所
H
公
民
館
本
館
（
第

3
研
修
室
）
霧
入
場
料
“
無
料
雛
出
演
者

H
池
田
靖
啓
（
フ
ル
ー
ト
）
関
口
恵
子
（
ピ

ア
ノ
）
霧
曲
目
H
ス
キ
（
ド
リ
ー
ム
ズ

カ
ム
　
ト
ゥ
ル
ー
）
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
第
2
番

変
ロ
短
調
（
シ
ョ
パ
ン
）
ほ
か
雛
問
合
せ

H
8
月
2
6
日
以
降
、
関
口
恵
子
（
智
5
7
1

1
0
1
8
）
へ
。

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
H
8
月
22
日
囲

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町

保
健
所
笏
間
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
智

57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

◆
保
健
所
健
康
相
談
　
笏
日
時
H
8
月
2
1

日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十

日
町
保
健
所
笏
担
当
医
H
須
賀
医
師
（
中

条
病
院
）
笏
内
容
H
痴
呆
介
護
相
談
纏
申

込
み
H
電
話
で
十
日
町
保
健
所
へ
。

◆
振
動
病
・
じ
ん
肺
健
康
相
談
会

笏
日
時
H
8
月
1
7
日
㈲
午
前
9
時
～
午
後

4
時
笏
場
所
H
公
民
館
本
館
篠
対
象
H
①

建
設
・
林
業
従
事
者
と
し
て
現
在
働
い
て

い
る
人
及
び
退
職
者
②
手
や
腕
が
し
び
れ

る
・
冷
え
る
・
痛
む
・
咳
・
タ
ン
等
の
自

覚
症
状
の
あ
る
人
の
問
合
せ
H
建
設
一
般

労
働
組
合
新
潟
県
農
林
支
部
（
智
0
2
5

0
1
2
1
1
1
1
9
6
）
へ
。

◆
国
民
年
金
の
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
は
「
追
納
」
で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
世
帯
の
収
入
が
少
な
く

な
っ
た
り
し
て
、
ど
う
し
て
も
保
険
料
が

納
め
ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

将
来
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
、
免

除
を
受
け
た
期
間
は
保
険
料
を
納
め
た
場

合
の
3
分
の
ー
で
計
算
さ
れ
、
少
な
い
額

の
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
よ
り
満
額
に
近
い
年
金
を
受
け
る
た
め
、

保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

「
追
納
」
し
ま
し
ょ
う
。

※
免
除
を
受
け
た
期
間
で
1
0
年
前
の
分
ま

で
さ
か
の
ぽ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
※
追
納
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
免

除
月
の
分
か
ら
順
に
行
い
ま
す
。
籔
間
合

せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
あ
し
な
が
育
英
会
奨
学
生
募
集

　
こ
の
奨
学
金
は
病
気
・
災
害
・
震
災
遺

児
を
対
象
に
貸
付
を
行
い
ま
す
。

額与貸と類種の生学奨笏纏
間
合
せ
H
あ
し
な
が
育
英
会
業
務
課

（
〒
m
千
代
田
区
平
河
町
1
－
6
f
8
智

03
1
3
2
2
1
1
0
8
8
8
）
へ
。

◆
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
労
働
者
信
用
基
金

協
会
の
保
証
に
よ
る
融
資
　
笏
対
象
U
一

奨欝盤の種類 貸薄潟額

高等学校（高等

専門学校を含
む）奨学生

国公立 25，000円

私立 30，000円

大学（短大を含
む）奨学生

一般 40，000円

特別 50，000円

専修学校奨学生
各種学校奨学生 一律 40，000円

大学院奨学生 一律 80，000円

般
勤
労
者
、
自
営
業
（
従
業
員
5
人
以
下
）

　　種　類　　融資額期闘　　餐　利
フ　リーローン　　　　　　10年　固定年9・20～5・60％

マイカーローン　500万円　　以内　変動　　　年5。20％

教育ローン　 以内15年変動年3．85～2。65％
リフォームローン　　　　　　以内　変動年3．65～3．35％

【
無
担
保
】

種　　類 融資額 期間 変動金利型

住　宅　ロ　ー　ン 3，000万円

　　以内 30年
以内

年2．60％

フリー不動産担保ローン 年3．60％

生き活きローン
7，000万円

　　以内

住宅用途　年2．60％

フリー用途年3．60％

　
　
保
証
料
不
要

笏
問
合
せ
H
労
働
金
庫
十
日
町
支
店

57
1
8
3
0
0
）
へ
。

◆
県
民
手
帳
予
約
受
け
付
け
中

　
1
9
9
8
年
版
県
民
手
帳
（
紺
色
と
ア

イ
ボ
リ
ー
）
の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま

【
不
動
産
担
保
】

保
証
料
年
0
・
1
6
％

　
　
　
　
　
（
盈

72



す
。
笏
価
格
”
4
3
0
円
霧
受
付
期
間
H

8
月
2
0
日
㈱
ま
で
笏
発
行
予
定
H
n
月
初

旬
磁
申
込
み
”
総
務
課
文
書
統
計
係
へ
。

　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
の
か
わ

◆
第
3
回
信
濃
川
ロ
マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

笏
部
門
”
①
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
（
小
学
生

対
象
）
②
作
文
・
詩
コ
ン
テ
ス
ト
（
中
学

生
対
象
）
③
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
高
校

生
．
一
般
対
象
）
笏
募
集
期
問
“
9
月
1
5

日
㈲
ま
で
笏
応
募
先
”
㈹
十
日
町
青
年
会

議
所
（
〒
圏
十
日
町
市
本
町
3
丁
目
盈
5
7

i
5
1
1
1
）
へ
。

◆
第
1
5
回
全
国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ

ア
前
売
券
販
売
開
始
　
こ
の
フ
ェ
ア
は
、

来
年
8
月
1
日
～
1
0
月
1
8
日
ま
で
の
7
9
日

間
、
新
潟
市
と
新
津
市
を
会
場
に
開
催
さ

れ
る
花
と
緑
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

笏
販
売
期
間
“
平
成
9
年
8
月
1
日
樹
～

平
成
1
0
年
7
月
31
日
働
笏
販
売
所
H
J
R

東
日
本
新
潟
支
社
管
内
の
駅
ま
た
は
び
ゅ

う
プ
ラ
ザ
、
旅
行
代
理
店
、
有
名
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
笏
問
合
せ
”
第
1
5
回
全
国
都
市
緑

化
に
い
が
た
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局

・
（
県
庁
内
智
伽
ー
旛
ー
5
5
1
1
）
へ
。

◆
引
き
揚
げ
者
の
皆
様
へ
　
税
関
で
は
、

終
戦
後
の
混
乱
期
に
戦
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
き
た
方
々
が
、
当
時
国
内
に
持
み
込
む

こ
と
が
で
き
な
く
て
税
関
な
ど
に
預
け
た

通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
方
で
も
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
笏
問
合
せ
目
新
潟
税
関
支
署
統

括
監
視
官
部
門
（
盈
伽
ー
躍
ー
9
3
1
4
）

へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

に
い
が
た
ま
る
こ
と
体
験

　
～
新
潟
ふ
れ
あ
い
農
学
校
～

雛
日
時
“
9
月
2
0
日
ω
・
2
1
日
㈲
（
1
泊

2
日
）
雛
場
所
H
鵜
の
浜
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル

雛
資
格
ロ
ー
8
歳
以
上
（
概
ね
4
0
歳
未
満
）

の
独
身
女
性
と
農
村
地
域
在
住
の
独
身
男

性
雛
定
員
”
8
0
人
（
男
女
各
4
0
人
）
霧
参

加
費
H
男
性
”
1
万
6
千
円
、
女
性
“
7

千
円
霧
申
込
み
H
9
月
1
2
日
働
ま
で
に
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
市
農
業
委
員
会
へ
。

第
2
5
回

皇
居
勤
労
奉
仕
団
募
集

雛
日
時
H
平
成
1
0
年
6
月
下
旬
（
5
日
間
）

霧
定
員
H
5
0
人
（
先
着
順
）
霧
参
加
費
”

7
万
8
千
円
程
度
雛
申
込
み
H
9
月
3
0
日

㈹
ま
で
に
電
話
で
小
林
由
直
（
暦
5
7
－
5

3
9
2
）
、
村
山
正
弘
（
智
5
5
－
2
3
1

2
）
、
柳
善
治
（
盈
5
2
－
4
6
0
8
）
へ
。

市
民
保
健
講
座

霧
日
時
H
9
月
2
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
霧
場
所
H
中
条
病
院
膨
受
講
料

H
3
百
円
霧
内
容
H
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

に
つ
い
て
霧
申
込
み
”
8
月
2
8
日
㈲
ま
で

に
中
条
病
院
医
事
課
（
智
5
7
1
3
0
1
8
）

へ
。女
性
の
た
め
の

　
　
県
政
ふ
れ
あ
い
講
座

雛
日
時
H
8
月
2
2
日
働
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
霧
場
所
H
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
雛

、

テ
ー
マ
“
女
性
の
社
会
参
加
～
男
女
共
同

参
画
2
0
0
0
年
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
て
～

籔
申
込
み
”
8
月
1
7
日
㈲
ま
で
に
公
民
館

本
館
（
費
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。
・

日
赤
救
急
法
講
習
会

籔
日
時
“
9
月
1
9
日
樹
～
2
2
日
㈲
午
前
9

時
～
午
後
5
時
簸
場
所
H
保
健
セ
ン
タ
ー

霧
内
容
H
包
帯
法
、
止
血
法
、
心
肺
蘇
生

法
等
の
理
論
と
実
技
霧
資
格
”
全
日
程
に

参
加
で
き
る
人
霧
定
員
“
3
0
人
（
先
着
順
）

霧
参
加
費
”
2
千
円
霧
申
込
み
“
9
月
1

日
㈲
ま
で
に
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
市
役
所
内
）
へ
。

翻
選
謹
㎜
燃

ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
市
民
プ
ー
ル
の
閉
場
時
刻
〉

　
8
月
1
3
日
以
降
市
民
プ
ー
ル
の
閉
場
時

刻
は
午
後
6
時
に
な
り
ま
す
。
笏
問
合
せ

H
市
民
プ
ー
ル
（
智
5
2
－
0
3
6
4
）
へ
。

〈
十
日
町
カ
ッ
プ
高
校
サ
ッ
カ
ー
カ
ー
二

．
．
．
．
．
．
．
．
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．
．
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．
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・
・
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・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
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●
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●
●
●
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ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

　　　　灘　　　縷　　難　灘嫌

品　　　　名 規　格 希望価格

オ　ー　ト　バ
（車体黒　タンク緑）

イ ヤマハ62年式3万km走行
400cc車検10年5月 15万円位

タヌキのはく製 相談で

C　Dラジカセ 　サンヨーほとんど使っていない
5千円位

バスケットシューズ
　　（新品2足）

ズーム万イト528～28，5cm

①黒白青②白紺
1足

1万円位で

自　　転 車 女の子中学年用
　20インチ 相談で

卓　　　球 ム
o
ネット金具付き

　緑　色
〃

生ごみ用コンポスト 大2中2小1
（新品ではない）

〃

ノルディックスキー一式
スキー・ストック・クツ

（25．5～26cm） 〃

ワードプロセッサー ソニープロデュース
200ラップトップ型 2万円位

手首抑制 帯 病人用 無　料

学習机（女の子用） 高さ67～73cm
調整可能

〃

ルームランナー 1～2回使用 相談で

調　　　整 機 3インチ 5千円

2　段　ベ　ツ ド 小学生用 相談で

コンベア（業務用） 俵送り用 2万円
ビクターマイクロM　D
　　コンポシステム

UX－MP1

新品 7万円

かまぽこ型車庫 横9尺1間奥行2間半 相談で

　　　　　　　舞　　　　　　　難　　　　　　灘　　　　　難　　　　難　　　懇　　羅　灘鐵

バ
ル
〉

籔
日
時
H
8
月
1
7
日
㈲
～
2
0
日
㈱
の
場
所

H
陸
上
競
技
場
、
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ベ

ル
ナ
テ
ィ
オ
、
十
日
町
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

ほ
か
縁
参
加
校
H
柏
レ
イ
ソ
ル
ユ
ー
ス
、

秋
田
経
済
法
科
大
付
属
、
古
河
第
一
、
浦

和
西
、
国
士
館
、
静
岡
市
立
、
近
畿
大
付

属
ほ
か
の
問
合
せ
H
庭
野
和
浩
（
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
暦
5
7
1
8
3
5
7
）
へ
。

〈
十
日
町
長
距
離
カ
ー
ニ
バ
ル
〉

霧
日
時
”
9
月
2
3
日
㈹
午
前
8
時
3
0
分
競

技
開
始
穆
場
所
目
陸
上
競
技
場
笏
種
目
口

男
子
”
1
5
0
0
m
（
小
学
生
）
3
0
0

0
m
（
中
学
生
）
5
0
0
0
m
（
中
学
生
、

高
校
一
般
）
1
0
0
0
0
m
（
高
校
一
般
）

女
子
一
8
0
0
m
（
小
学
生
）
1
5
0
0

m
（
中
学
生
）
3
0
0
0
m
（
中
学
生
、

高
校
一
般
）
5
0
0
0
m
（
高
校
一
般
）

笏
参
加
費
H
1
種
目
に
つ
き
、
小
中
学
生

“
5
百
円
、
高
校
生
“
千
円
、
一
般
“
千

5
百
円
笏
申
込
み
H
8
月
2
9
日
働
ま
で
に

総
合
体
育
館
（
智
52
－
4
3
7
7
）
へ
。

笏
問
合
せ
H
宮
沢
邦
元
（
陸
上
競
技
協
会

事
務
局
暦
5
8
1
3
6
8
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

2　段　ベ　ッ　ド 大人用 5千円位

窓用エアコン 相談で

リクライニング式
　　マッサージ機

ノ／

テ　　　レ　　　ビ 21インチ ／ノ

茶　　　道　　　具 釜・吸い子・なつ
め・茶わんなど

ノノ

人形　ケ　ー　ス
　　　　　　，

横長のもの 〃

バ　　　イ　　　ク スクーター型
　50cc

〃

洗　　　濯　　　機 ノ／

衣類乾燥機 ノ／

チャイルドシート 3～5千円

乳　　　母　　　車 できれば2人用 無　料

冷　　　蔵　　　庫 小　型 相談で

クロカン用ローラースキー 3台位 〃

電気炊飯器
1．5合炊き又は

1升炊き2個 無　料

ワ　ー　　プ　　ロ 東芝ルポ
本体のみ 相談で

ぶら下がり健康機 2　台 無　料

ベビーベツ　ド 相談で

ハ　ギ　　レ　布 綿100％絹（染めてあるもの）
〃

小型カラーテレビ ゲーム用 〃

73平成9年8月10日号



熱
鼎、

鱒

十
日
町
市
史
を
読
む

火
焔
盤
器
．
の
雛
灘

　
今
か
ら
お
よ
そ
六
千
年
前
、
縄
文

時
代
の
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、

気
候
の
温
暖
化
が
進
み
、
東
日
本
で

は
、
ブ
ナ
・
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
樹
林

帯
が
発
達
し
ま
し
た
。

　
中
期
（
四
千
年
前
か
ら
五
千
年
前
）

の
遺
跡
数
は
爆
発
的
に
増
加
し
、
一

二
〇
遺
跡
を
数
え
、
縄
文
時
代
の
遺

跡
の
七
五
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
遺
跡
の
増
加
の
背
景

に
は
、
ブ
ナ
・
ナ
ラ
の
森
が
も
た
ら

す
ク
リ
・
ド
ン
グ
リ
類
が
安
定
し
た

食
料
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

　．奪

笹山遺跡出土の火焔土器（下段が王冠型土器）

欝
雛
⑤認

れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
住
居
が
円
形
や
半
円
形

に
広
が
る
大
規
模
な
ム
ラ
が
営
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
に
つ
く
ら
れ
た
特
徴
的

な
土
器
の
一
つ
に
火
焔
土
器
が
あ
り

ま
す
。
火
が
燃
え
さ
か
る
様
子
に
似

て
い
る
の
で
、
名
付
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。
全
体
が
隆
起
線
と
い
う
文
様

で
飾
ら
れ
、
縄
目
は
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
王
冠
の
形
に
似
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
王
冠
型
土
器
と
呼
ば

れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
笹
山
遺
跡
の
火
焔
土

器
が
有
名
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も

二
〇
か
所
の
遺
跡
か
ら
五
〇
個
も
の

火
焔
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
、
「
火
焔
土
器
の
ク
ニ
」
と
呼
ぶ

の
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
で
す
。

　
火
焔
土
器
に
は
、
外
面
が
火
熱
を

受
け
て
す
す
け
た
り
、
内
側
に
炭
化

物
が
付
着
し
て
い
ま
す
か
ら
、
実
際

に
煮
炊
き
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
実
用
品
と
は
思
え
な
い
華
や
か
な

装
飾
や
、
他
の
土
器
に
比
較
す
れ
ば

わ
ず
か
し
か
出
土
し
て
い
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
さ
い
し

を
考
え
る
と
、
祭
祀
な
ど
の
特
殊
な

目
的
に
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　とおかまi套

　　の
　　然1．、．
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…
㎞
麟

㎜
恥
す
こ
や
か
ち
や
ん

●●”●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　　　　　や　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
麗灘．，・．難．ゆ…　　　　アレチマツヨイグサ…
　　　蝶　　翠　　　　　　　　　　　　3　カラッと晴れた夏らしい日ざしが少なく、湿度が高いムシムシする日々　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3が続いていますが、朝はすがすがしくさわやかです。　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　ラジオ体操の行き帰りの道ばたや荒れ地に、30～150cmの高さの茎に直：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・径4cmくらいの華やかな黄色の花を付けるアレチマツヨイグサが目を引
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3きます。一般に月見草の名で親しまれてもいますが、ツキミソウは花が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3白く、野生化していません。アレチマツヨイグサは越年草（発芽した翌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3年花が咲き、枯れる草）で、7～9月ころに花を付けます。花びらは夕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・方開き、真夜中に反り返るほど満開になる蛾媒花です。待宵草の仲間に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3は花が7～8cmと大きく見栄えのするオオマツヨイグサなどが見られま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3すが、いずれも明治から大正にかけて鑑賞花として北米から渡来し、日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3本全土に野生化した帰化植物です。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十日町市民の動き

（7目末日現在）

44，887人（前目比＋8）

22，059人（〃　一12）

22，828人（〃　＋20）

（前目比十1）12，890

ロ
男
女
　
数

　
　
　
　
　
　
帯

人
　
　
　
　
世

■
　
　
　
　
　
　
　
　
■

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
蒸
し
た
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
に
よ
る
冷
夏
の
予
想
は
、
今
の
と

こ
ろ
当
た
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。
夏
休

み
の
子
供
孝
行
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
間
家

族
で
海
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
何
か
と
忙
し

い
現
代
社
会
、
自
分
も
含
め
て
な
か
な
か
子

供
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い

な
い
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
は

い
け
な
い
と
思
い
、
私
も
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

に
一
緒
に
出
か
け
る
な
ど
、
こ
の
時
期
に
で

き
る
だ
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う

と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
さ
て
記
事
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
東
下
組

地
区
に
巨
大
な
「
ひ
ょ
う
」
が
降
り
ま
し
た
。

願
入
の
水
落
儀
一
さ
ん
か
ら
の
電
話
で
、
取

材
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
直
径
が
7
㎝
以
上

も
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
き
っ
と
何
か
の
現
象
で
、
上
空

の
小
さ
な
「
ひ
ょ
う
」
が
く
っ
付
き
合
っ
て

大
き
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て

も
、
人
災
が
な
く
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
ま

た
同
日
、
川
西
町
で
は
突
風
で
屋
根
が
飛
ば

さ
れ
た
り
、
木
が
倒
さ
れ
た
り
し
た
と
の
こ

と
。
こ
の
異
常
気
象
の
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
と
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
㊧
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